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コミュニケーション教育の課題
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I はじめに
現在日本において， iコミュニケーション教育jという範曙によってくくら乱る活動として
は，特定の言語そのものの習得教育から，スピーチ，デイベート，オーラルインタープリテー
ション，異文化トレーニング等の，コミュニケーションに関連した特定の技街習得をめざした
ものまで，様々な形のものが存在している。
このように， iコミュニケーション教育jが，人間の意志伝達に関する様々な技続的側面を
とらえて言及されることが多い一方で，本来「コミュニケーションjという行為，為るいは現
象が，人関存在そのものの本質的要素であり その生存にとって必要不可欠なものであること
ことを考えると，その教育のあり方を議じる場合，ある特定の技術習得のみに限定されるので
辻なく，全体的な人間形成の為の教育の一環としても捉えられるべきではないだろうか。
しかしながら，そのような fコミュニケーション教育jの本震や目的を ある持定の技術的
側面を超えて，人間存在や，人間形成そのものに係わる様々な要素に照らして，その全体f象を
探ろうとする試みは，コミュニケーション研究の中でも 比較的限られたものとなっているよ
うに，思われる1)。
そこで，本論においては，そのような点を考意して，まず， iコミュニケーション」そのも
のが，どのような人間の欲求をもとにして生じ，展開していくのかを，コミュニケーション関
連額域の研究を基にして概観し，そして，さらに，そのようなコミュニケーション活動を，意
識的に円、滑に進める為の教育として，いかなる点を境野にいれなければならないのかについ
て，論じてみたい。
1 コミュニケーシ三ン活動の動機
マズローは，人間の欲求には階層的な構造が存在していることを指捕し，それらを，基底部
よ与}f[実に，以下のように 5つに分けて説明している2)。
1.生理的欲求:空腹，渇き，性，呼吸などで，本能概念にきわめて類似した欲求。
2.安全欲求:安全安定依存恐箭や不安からの自由などの欲求。
3.所罵欲求:一般にこの欲求は，他人との愛'1育関孫を求める行動となってあらわれる。
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4.尊敬欲求:これには，自己尊重と地入の尊重の 2つが含まれているc 前者辻，力や達
成，競争，独立の欲求を含み，後者は，地位，畏敬，認知，注意，尊敬などの欲求を含
む。
5. 自乙実現欲求:この欲求の満足は餌人差が大きく，その強さが大変弱いために，環境に
もっとも影響を受けやすく講足されにくし )0
人間のコミュニケーション活動は，当黙，入閣が意識的，無意識的に溝たそうとしているこ
れらの欲求と密接な関連があるものと考えられるが，松山はこれらの欲求の関係について以下
のように解説している。
これちの欲求辻動因の強さにしたがって欲求階署のなかに秩序づけられる。最低位の欲求で
ある生理的欲求はもっとも強力であり，最高位の欲求である自己実現欲求は，もっとも弱い
ものである c より抵い欲求は生物的であり より高い欲求は心理的である。底位の欲求より
も高位の欲求を人々は舘植のある人間的なものと考え その満足辻強い報醗となるのであ
る。もともと，基本的欲求は優勢の原則にしたがっている。この原則と辻，まず最低{立の欲
求が強力であり{憂勢であり その欲求が満足を得るまでは 行動の中心的な役割を果たすと
いうことである。 満足されるとその欲求は行動を覆極的に統制する力を失い，階暑にしたが
ってつぎつぎと高次の欲求が力をもち ついには最高位にある自己実現欲求が擾勢な役割を
しめすようになる3io
ここで，人間のコミュニケーションを， r意識的，無意識的に，自己及び抱者を対象として
行われる，言語的，弄言語的活動のすべてJ4)と定義するならば，前述のようにあらゆるコ
ミュニケーションは その活動の動機として 荷等かの形でここに指摘されている 5つの欲
求と関連を有することになるが，ここで述べられているそれぞれの関連性を考慮すると，より
基底部に近い欲求によって生じてくるコミュニケーション活動ほど，禁意識性が高く，より本
能的であり，高次の欲求によるものほど，意識珪が高く，より心理的な充足を求めたものとな
ってくることが考えられる。
それでは，そのような様々な欲求と関連したコミュニケーション活動は，どのような環境的
要素を前提として生じてくるのであろうか。次に それらを鋼人にとって内在的な心理的側面
に焦点を当てて見てみることにする c
1 外的遺志と内的適応
コミュニケーション活動を環境との関連で捉えるならば，そこで第一義的にとりあげられな
ければならないものは，適応の問題であろう。一般に，環境と言うとき，それは主枠を f外
的J~ことりまいて存在する隷々な要素を内包した生活の場を指し，人聞は，そこで，自己を環
境に合わせることによってそこへの適応をはかるか，あるい辻，その環境自身に働きかけて，
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より自己にとって快適な生活の場を作り出すことをめざして行動することになる。そしてこれ
ら両者のアプローチが失敗にま冬わるとき，それを環境への不適応と呼ぶことになる。
コミュニケーション活動は，このように対人コミュニケーションとの関連で論じられること
の多い「外的」な物的，人的環境の中で，それらに対する何等かの欝きかけや適応をめぐって
展開していくことになるが，一方で，個人が適応を余儀なくされているもうひとつの側面とし
て，個人内コミュニケーションが問題とする f内的jな心理的環境も存在する。ここで， r外
的」に存在する環境は考え易いが， r内的jに主体の自我を取り囲むかたちで存在する'L、理的
環境とは，いかなるものであろうか。
人間の心理的構造として，意識， 1由人的蕪意識，普遍的無意識をその要素として
挙げ，それぞれの自我の下にある深層構造を指橋しているがむそれによれば， M人の心理内に
は，個人の生育歴に従って形成される無意識界のみでなく，生来的なものとして人類一般に普
遍的な禁意識界が存在することになる。河合は，それらを次のように図示している6) (国 1参
ユングは，
照)。
ある家族に特撮的な家族的この図の中で，個人的無意識から普遍的無意識へいたるまでに，
自
我
無意識や，ある文化璽に共通に存在する文住
個人的無意識
、、、、-- -_..# .
“‘・・・・・ー・・---~--------
的無意識なども想定できることが示されてい
ここで，前述の環境を，主体との何等か
の相互作用の可能性を有しながら，それを取
り巻く生活空間としてとらえるならば，これ
らの一連の無意識界を，個人がその生活にお
る。
〈家族的無意識〉いて遥応をせまられている，自我をとりまく
心理的環境として考えることができるように 〈文化的無意識〉
普遍的無意識思われる。
一般に，環境と言う時，
との相互作用の場として，
~1 そこに生きる主体
意
議
??????
?????
\~_J j__/_ 
自律的に流動する
ここでいう心理的環境に生活空間を指すが，
は，あくまでも個人内の主観的世界ではあり
ながらも，そこでの主体である自我との相互
作用の場として，外的環境と同操に自律的な
鵠きが存在するのであろうか。
それについてユング辻，個人留人の中にそ
のような働きを生ぜしめるものとして，元型
という概念を提出している。これは， r先験
的に与えられている表象可能性jと一般に説
人聞のもつ創造4性や性をも
函 2
明されているが，
含めた肯定的，否定的両面の本能ときわめ
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て，密接な関連を持った概念であると言うことができるであろう 7)。
これらの普遍的な元型の働きによって，入閣は，様々な内的心理的経験をすることになる
が，その犠きの大元は普遍的なものであっても，個々人のそれらの経験においては，それぞれ
の，個人的無意識や，意識の在りようによって，各人に強自のイメージとなってあらわれるこ
とになる。この点については，前頁の河合の函にうまく表現されているが(図 2参照)。
このように見てくると，人間がその適正ーの対象として取り組まなければならないものとし
て，外的環境が存在するばかりでなく，内的にも，自律的，流動的に，留人の自我に影響を及
ぼしている心理的環境が存在することが分かる。
それでは次に，これらの心理的環境と前章で述べた人間の基本的欲求との関連性，及び，そ
れらがコミュニケーション教育を考える上でどのように関係してくるのかについて見てみた
し'0
IV rコミュニケーション教育jと内的適応
まず拐めに，前章で述べた禄々なコミュニケーション活動の動機の源泉となるマズローの指
摘する 5つの人間の欲求と，ここで問題としている個人の自我にとっての心理的環境と辻，
どのように関連するのかを考えてみよう。
人間の5つの欲求，すなわち，基底部より }Ij貫iこf生理的欲求JI安全欲求JI所高欲求JI尊
敬欲求Jr自己実現欲求jが，よ均高次になるに従って，より心理的なものとなり，そこから
生起してくる様々なコミュニケーション活動には高い意識性が必要とされることはすでに述べ
たところである。そこで，これらをそれぞれの関連事項とともにまとめてみると，以下のよう
に図示することができるように思われる。
内的欲求 生理 安全 所高 尊敬 自己実現
指向高性 信体性 家族性 社会性 普遍性
無意識'注 ー生物・動物的 人間的 ーーー意識性
生物的充是ー一一一一一一一一ーー一一ーーーーーーーーーーーーー心理的充足
国 3
この霞3において， r生理的欲求Ji安全欲求」は，個体性を維持する為の欲求で毒り， I所
属欲求jは家族性を 「尊敬欲求jは社会性を さら;こ f自己実現欲求jで辻普遍性を，それ
ぞれの屠性として求めようとするものであることが示されているつこれらを，前掲の図 1に
戻って考えてみると 「指向属性jの内の「留体性jは生物・動物レベルでの「普遍的無意識」
と， I家族性J，I社会性jは人間レベルでの，それぞれ「家族的無意識J，I文化的無意識j
と，そして[普遍性jは人間レベルでの「普遍的蕪意識jとそれぞれ関連した屠性であり，そ
の欲求が高次になればなるほど 「意識性jとの相互作用の幅が深くなることが指捕できるよ
うに思われる。すなわち 言い換えれば 内的欲求が基患部から高次に移行するということ
58 
は，個体がより人間的，豆つ普遍的なものとの関係においてそれぞれの個性を見いだす過程で
あり，そのような内的欲求の移行;こともなう自我による内界への「適応Jには，より深い暑の
無意識との彊人内コミュニケーションを必要とするものであるということになる。
それでは次に，このように外的環境による刺激の有無を超えて，自春季的に存在する様々な要
素からなる内的環境を前提とした場合 果してどのような「コミュニケーション教育jが考意
されるべきなのかについて考えてみよう。
近代科学の誕生から 近年;こ至るまで 人間は外的環境に対して適応をはかるのみで誌な
く，それらは入閣の意志によってコントロールされ利用されるべきものであるかのように接し
てきたが，その結果として招かれたものは，様々な形での環境破壊であり それに対する反省
と対策が希求されているのが現在であることは ここに繰り返すまでもないであろう。そし
て，同様のことが，人間の内界に本費的に存在する自律的動きを持った内的環境に対しても言
え，そこには様々な問題点が内包されているように思われる。
しかしながら，高度に組織化された現代社会やその中における複雑な人間関係において辻，
一般的に個人は，外的環境への意識的対応にそのエネルギーの大半を穫うために，自己の中に
多様なレベルの欲求や，様々な自律的なイメージ及びその鶴きがあることに対しては，きわめ
て無意識的であり，したがって，外界〈外的環境)への欝きかけや過剰適応の代積として，内
界(内的環境)への大なり小なりの不適正、を生じているのではないだろうか。そしてその為
に，本来そういった内的適応惑をよりどころとして進められるべきコミュニケーション活動に
生じてきている様々な開題点も指摘されている9)。
このような状況の中で，当然それちの問題点と向かい合う教育の必要性が存在することは，
明かであ乃， iコミュニケーション教育」はそのような分野の一つであると考えられるが，こ
こでも現状では，外在的な物的，人的環境とそれに対する個人の物理的，心理的動きかけ及び
反花、という形のみが問題とされる場合が多く，特に個人内コミュニケーションを扱ったもので
あっても，言語的，非言語的な外的刺激に対する認知対正、の内的処理機構について論じられて
いるものが，やはり一穀的である。このような現状を考憲した上で， 1!llI々 人の人間の内界に存
在するという，実際の臨床的視点より報告されている禄々な欲求や心的禽きなどの，自律性を
もって流動している内的環境と自我との関連性や そこで生じている内的コミュニケーション
の過程を取り上げているものは まだ比較的少ないように思われる10)。
本論での目的の一つ辻 まさに今後開題としなければならない心理的環境の講或要素とその
輪郭に注自することであったが，話掲の菌 1及び図2は 伺々人によってそれぞれ独岳のも
のとして経験され， したがってそれらは，全く人間に共通の普遍的働きとは意識されにくい心
理的内容が，実は，まさにそのような普遍的，自律的働きの1!llI別な顕在形であることを示すも
のであり，さらにそれらと，人関に内在する心理的要素を，階層的に移行する欲求という視点
から 5層に弁別さ紅たものとの関連性を示したものが，図3であった。
そこで最後に，今後のコミュニケーション教育の課題として，特に取り組まなければならな
い点を指摘するとすれば，外界の事象や人間とのコミュニケーションのみではなく，ここで詣
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摘したように，彊人の内界にも縮心の詮意を向けなければならないことであろう c すなわち，
具体的には，全く蕪意識的なものとして放置されるか，あるいは自我(宮人の意志〉によって
完全にコントロールされるべきものとして心理的環境を取り扱うのではなく，信人の或長や生
活の過程において，そこで生じてくるそれらの自然で自律的な欝き(蕪意識)そのものに対す
る感性を養うこと，及び¥そのような動きと調和のとれた個人内コミュニケーション(相互作
用)を持つことができるような自我を青成することであると言えるであろう 11)。
V おわりに
以上本論では，今後 fコミュニケーション教育」が視野に入れなければならない事柄とし
て，人間にとっての外界の環境のみでなく，個人の内界にも自律的な心理的環境と呼べるもの
が存在することを指捕し，その構成要素と，階層的に移行すると言われる人間に内在する基本
的欲求との関連性について言及したc
現在日本の大学では，様々な領域で人間形成に関係した教育が行われているが， rコミュニ
ケーション」という概念は，人需の屠性として不可欠のものであり，広義ではあらゆる人間活
動と関連している。したがって， rコミュニケーション教育jはあらゆる形の人間教育の一翼
を担っていると言う意味で きわめて人間の存在やその本質そのものと 舟かい合わなければ
ならない分野でもあると言えるであろう。
しかしながら，日本においては， rコミュニケーション教育jという概念そのものは新し
く，この分野の学問の高い必、要性がさけiまれる一方で，その理論や方法論に関しては，未だ流
動的に模索されているのが現状ではないだろうかっそこで，このような意味において，人間の
存在に深い次元でアプローチしている他のコミュニケーション関連分野の知見を清化吸収する
こと辻，今後のこの分野の発展に不可欠であることは，言うまでもないc
本論で提出した理論の根拠となっている人間性心理学や，臨床心理学という分野は，あくま
でも調人から出発してそこかち帰納的に人間のもつ普遍性を引き出すことに蕉点がおかれてお
り，荷よりも実i警の臨床経験の蓄積による知見は，理論的考察のみに留まらず，実緊の生身の
人間を対象としての教育を考える場合，非常に有用であると言うことができるであろう。
今後も， rコミュニケーション教育jという分野が，人間の本糞と深い次元で照応する実践
活動の場となるように，様々な教育方法やそれらの根拠となる理論の学際的研究が望まれる。
i主
1 )中揮は，自本におけるコミュニケーション教育の現状を分析し，今後の教育・研究上の課題につ
いて論じている。詳しくは，中津美依， i日本のコミュニケーション教育研究:その現状と課題J
r1996年日本コミュニケーション研究者会議 PROCEEDINGSJ甫出大学日本コミュニケーショ
ン誹究者会議事務局 1996年発行予定，参照。
2) Maslow， A. H. Motivation and Personality， New Yorl玉:Harper & Row， 1970. 
3 )松山義知『人障のモチベーションj培嵐館， 1981年， 217頁。
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4 )コミュニケーションの定義辻，非常に多様であり，様々なものが存在するが，一般的には，その
意図性〈意識性)が前提とされることが多い。しかしながら，筆者は，無意識的な脊景を考える
ことなしに，十全なコミュニケーション活動を論乙ることは，不可詫であり，特に鋼入内におけ
る内的な，通常は無意識的な(あらゆる行動の動機の基となる〉感培，感覚も，コミュニケーシ
ヨンの重要な構成要素であると考える。
5)ユング編著， (i可合隼雄監訳)r人間と象償i上・下 河出書嘉新社， 1975年。
6)河合隼雄『禁意識の構造i中公新書， 1977年， 33票。ユングは「無意識」を， I信人的無意識j
と f普遍的無意識Jから成るとしている。河合は前者を， Iこれは第一に，意識内容が強震を失
って忘れられたか，あるいは意識がそれを回避した(抑正した)内容，および，第二に意識に達
するほどの強さをもっていないが，持らかの方法で心のうちに残された感覚的な痕跡の内容から
成母立っている。J.そして後者を fこれは表象可龍性の遺産として.1m人的ではなく，人類に，
むしろ動物にさえ普遍的なもので， 1国人の心の基礎である。J(河合輩雄 fユング心理学入再j培
民館， 1967年， 94頁〉と説明している。また，林は， Iそもそも酒々人がもっている後天的無
意識にしても，純粋に錨人的に形成されるということはありえない。というのは個人の錨鑑観は
必ずなにがしか社会的な影響を蒙っているのであり，その社会的確値観に反したものが後天的無
意識を形成するからである。J(林道義 f無意識の人間学j紀ノ菌墨書庖， 1981年， 194-195頁)
と述べ， I社会的{文化的)無意識jの存在を示唆している。
7)一例を挙げるならば，肯定的に辻，すべてのものを育み，否定的には，それらを呑込み殺してし
まうイメージとして経験される「グレートマザーjが存在する。
8 )河合，首掲書 1977年， 87頁。
9 )中島梓， rコミュニケーション不全症候群j築華書房。
10)筆者は，他でこのような視点より，異なった分野より提出されているコミュニケーションモデル
の比較を行い，それらに基づいた実際的教育上の問題点について論じている。詳しくは，北本晃
治「コミュニケーション教育の方向性を探る:コミュニケーションモデルの比較研究Jr帝塚山
彊期大学紀要』第32号， 1995年，参照のこと。
11)筆者は，このような教育を「内発的コミュニケーション教育jと呼び，現代の特に青年期の学生
達にとってのその重要性について論じている。詳しくは，北本晃治「内発的コミュニケーション
能力JrHeliconj第 18号，帝塚出短期大学英米語教室， 1993年，参照のこと。
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